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・子ども一人ひとりの発達状況に応じた関わりをすること
で、その子の育ちに必要な部分がわかり、より良い手立
てをたてることができた。

1－１
・各クラスでの支援が必要な子、気になる子への関わり
を職員間で共有し同じ関わりをすることによって成長へと
つながった。
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保育

保護者支援

選ばれる園とな
るために

20 0 0

◎子どもが主体的に活動できる環境を整備し子どもの生活と遊びを豊かにす
る保育を展開する。
・子どもの発達状況をとらえ、今何が子どもにとって必要なのかを探り、様々
な活動を工夫する。
・園の環境を最大限に活かしていくための取り組みを行う。
◎支援が必要な子どもが安定して生活できる環境を整備し、保育の内容や方
法を配慮していく。
・職員間で情報を共有し、様々な実践に取り組む。環境設定の工夫
（支援の必要な園児用の教具や遊具）
・専門性の高い先生の巡回指導を受け、職員はもちろん、保護者にも理解し
ていただけるような方法を考える。

14 27 0 0

・保育の様子の写真や製作等を定期的に玄関に掲示し
保護者へ伝えることができた。
・保護者の困り感などに気付いた時、個別での対応をす
ることで子どもの育ちにつながる。

・ホームページのリニューアルにより、魅力ある園としての発信
・支援センターによる園開放の参加者のリピート率向上のための工夫
・実習生、卒業生への園全体での丁寧な対応
・地域にある施設等との積極的な交流

14 24 1 0

・コロナ禍でも日々の保育の様子を保護者へ伝える工夫
・保護者への適切な対応・・保護者連絡の際の配慮
・子どもの成長を保護者とともに喜び合う

21

・ホームページをリニューアルしたが閲覧者数があまり多
くない。アピールの仕方など工夫が必要である。
・コロナ禍のため、支援センターを閉めていた時期もあ
り、たくさんの方に利用してもらうための工夫をさらにして
いきたい。
・コロナ禍のため控えていた地域との交流を従来通りで
はなく見直しつつ計画を深めていく必要がある。

令和４年度　なでしこ保育園　取り組むべき重点事項について【公表用】

対象者41名（携わっていない項目は未回答あり） 評価項目の数字は人数

番号 重点事項 具体的な取り組み方法
評価

意見・改善策

評価基準
A かなりできている
B ほぼできている
C あまりできていない
D ほとんどできていない



総合的な評価結果　B

学校関係者評価委員会の評価
　
 令和5年5月10日(水)　学校関係者評価委員会を開催
出席者：　　地域有識者１名　・　保護者会代表１名　・　園長　　・　主幹保育教諭

　　・コロナ禍の中、よく対応していると感じた。今後、5類になることで対応に変更が出てくると思うので、その都度よりよい環境になるよう期待している。
　　・園としてこのような評価を行い、保育に活かしていることを知らなかったので、職員の方々の熱意を感じた。
　　 日々の保育・行事への取り組み・働き方改革を含め、保護者・子ども・職員にとってよりよい環境づくりをしてほしい。
　　・コロナ対策から5類対応への対策をとらざるを得ない状況の中で、いろいろな保護者の考え方もあると思うが、これまで通り、一番は子どもたちの思いや経験を
　　　大切にしてほしい。

・各年齢に応じ、子どもが主体的に活動できる環境の整備をし、支援が必要な園児の対応、保護者の困り感などに対しての支援等行ってきていることにより、
　子どもの成長へつながっている。また、個々が落ち着いて園生活を送ることにより、クラス全体の園児の成長にもつながっている。

・ホームページのリニューアルにより、利用者以外にもブログ等で、園の様子を発信できるようになった。しかし保育園保護者へ周知はしているが、閲覧数は
　あまり多くない。今後、アピールの仕方の工夫が必要かと思う。また、おが～るシステム導入により、様々な形の情報伝達が考えられるため、よりよい活用
　方法を模索している。


